
奈
早

旧

大

乗

院
庭
園

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
高
畑
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）

一
〇
月
―
二
〇
〇
二
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
金
子
裕
之

５
　
遺
跡
の
種
類
　
庭
園
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
代
―
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
平
城
京
跡
左
京
四
条
七
坊
東
端
部
に
あ
た
る
。
奈
良
時
代
の
元
興

寺
禅
定
院
の
故
地
と
さ
れ
、
平
安
時
代
後
期
以
降
は
興
福
寺
の
門
跡
寺
院
で
あ

る
大
乗
院
と
な
っ
た
。
日
本
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
に
よ
る

「名
勝
旧
大
乗
院
庭
園
保
存
修

理
事
業
」
の
一
環
の
調
査
で
一

九
九
五
年
度
以
降
継
続
し
て
行

な
っ
て
お
り
、
過
去
に
も
木
簡

が
出
土
し
た

（本
誌
第
二
二
号
）。

今
回
は
西
小
池
北
端
が
想
定
さ

れ
る
北
区
と
、
東
大
池
南
西
部

(奈 良)



の
島
を
対
象
と
す
る
南
区
の
計
約
五
〇
七
ポ
を
調
査
し
た
。
主
な
検
出
遺
構
は

西
小
池
、
中
島
、
奈
良
時
代
と
み
ら
れ
る
柱
穴
列
、
中
世
の
焼
土
面
、
近
代
の

建
物
基
礎
、
防
空
壕
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
で
あ
る
。

木
簡
は
北
区
の
池
Ｓ
Ｇ
人
三
二

一
埋
立
土
か
ら
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｇ
人
三
二

一

は
、
い
く
つ
か
の
小
池
が
連
な
っ
て
形
成
さ
れ
る
西
小
池
の
内
、
北
端
の
池
で
、

東
西
九

ｍ
南
北

一
四
ｍ
の
ほ
ぼ
楕
円
形
を
呈
す
る
。
中
央
部
に
島
Ｓ
Ｘ
人
三
二

二
を
と
も
な
う
。
Ｓ
Ｇ
人
三
二

一
は
室
町
時
代
に
掘
ら
れ
、
改
修
を
受
け
な
が

ら
近
世
を
通
じ
て
存
続
し
、
廃
仏
毀
釈
以
降
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
。
池
の
埋
立

土
か
ら
は
、
木
簡
三
点
以
外
に
近
代
初
期
の
学
校
関
係
遺
物
が
多
数
出
土
し
た
。

片
面
に

「ビ
ン
チ
ャ
ン
」
と
墨
書
し
た
直
径
五
伽
厚
さ

一
。
人
銀
の
瓦
転
用
円

盤
状
遊
具
も
出
土
し
て
い
る
。
周
辺
が
明
治
時
代
前
半
に
飛
鳥
小
学
校
の
敷
地

と
な
っ
て
い
た
こ
と
と
関
連
す
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
ｏ
□
年
生
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω援
］反
瀾
自
Ｐ

訓
　
群
　
四
　
□
　
□
□
□

」　　
］μ〉〈］『ф〉〈ＰＰ　　Ｏω〕

「御
笠
日
回

ｏ
事
務
日

卜
∽
ｏ
×

Ｐ
ｓ
∞
×

Ｐ
ｏ
　

ｏ
Ｐ
〕

一
字
目
は
三
も
し
く
は
五
で
あ
ろ
う
。

ω
は
上
部
に
穿
孔
を
有
す
る
木
札
。

②
は
石
版
の
枠
木
。
枠
木
の
下
辺
に
あ
た
る
横
枠
材
と
み
ら
れ
る
。
石
版
の
石

材
も
出
土
し
た
。
い
②
は
飛
鳥
小
学
校
に
関
連
す
る
。
０
は
上
部
に
穿
孔
を
有

す
る
看
板
。
腐
蝕
が
激
し
く
、　
一
部
に
穴
が
あ
い
て
し
ま
う
ほ
ど
で
、
文
字
の

浮
き
上
が
り
な
ど
で
か
ろ
う
じ
て
読
め
る
。
飛
鳥
小
学
校
が
移
転
し
た
後
に
、

事
務
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
際
の
遺
物
で
あ
ろ
う
。
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